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▲受賞者の皆さん（3 月 4 日㊐表彰式）

第 28 回

問合せ　南方熊楠顕彰会事務局（☎ 0739-26-9909）

　「南方熊楠賞」は、国内外を問わず、熊楠翁の研究対象であった博物学的分野・民俗学的分野の研究に顕著
な業績のあった研究者に贈られるもので、第 28回受賞者は、人文の部より、櫻井治男氏（皇學館大学大学院
特別教授）が選考されました。

1949 年  3 月  京都府生まれ
1971 年  3 月  皇學館大学 文学部 国文学科 卒業
1973 年  3 月  皇學館大学大学院 文学研究科 修士課程 国文学専攻 修了
1973 年  4 月  皇學館大学 文学部 助手
1982 年  4 月  芦屋大学 非常勤講師
1984 年  4 月  皇學館大学 神道研究所 助教授
1985 年  9 月  ケンブリッジ大学 CLARE HALL Visiting Fellow
1988 年  4 月  三重大学 非常勤講師
1993 年  4 月  皇學館大学 文学部 教授
1995 年  4 月  皇學館大学 神道研究所長
1998 年  4 月  皇學館大学 社会福祉学部 教授
2005 年  4 月  皇學館大学 社会福祉学部長
2006 年  4 月  北海道大学 非常勤講師
2014 年  4 月  皇學館大学 特別教授
2017 年  4 月  皇學館大学大学院 特別教授櫻井 治

は る お

男 氏

略　歴

南方熊楠賞記念特別公開

南方熊楠賞授賞式・受賞記念パーティー

※授賞式、記念パーティーともに、
上記へ電話でお申し込みください。

■選考理由（抜粋） 南方熊楠賞受賞コメント（原文）

　神社合
ご う し

祀問題について、三重県
下を主なフィールドワークの対象
として「行政村」単位での合祀の
事情を具体的に明らかにするとと
もに、従前ほとんど注目されてい
なかった、合祀後の地域社会の様
相や祭礼行事の持続と変容の内容
を解明することに独自の視点を据
えて、その結論を導き出している。

　幼い頃、近くのお宮が遊び場であった私にとって、第二室戸台風（昭
和 36 年）で悲鳴をあげながら木々の枝が折れる鎮守の森のことは今も
忘れられません。その森が後年、境内地利用のため伐採されようとした時、
地域住民の中止活動に少し関わったことは、南方熊楠翁のことが念頭に
あったからだと思います。明治末期の神社合祀反対運動で国の政策を動
かす程の活動をした翁の足元には到底及びませんが、地域神社の調査研
究を行ってきた私にとって、その存在は折にふれ気になるところでした。
　熊楠翁は、天・地・人の諸事象を注意深く見つめ、根気よくその動き
や働きを観察し、記録をとり、考えをめぐらし続けた人物だと思います。
私の営みは、その極わずかな事柄に目を向けることしか出来ていません
が、地域に密着しつつ、小さな森の姿を丹念に見続けることで、新たな
視野を広げて行ければと願っています。この度、すばらしい賞をいただ
きましたこと、思いがけないことで身が引き締まりますとともに、厚く
御礼を申し上げます。

　南方熊楠賞を記念して授
賞式当日（５月 12 日㊏）は、
南方熊楠邸の観覧料が無料
になります。
　南方熊楠顕彰館は、14
時 30 分で閉館（最終入館
14 時）しますが、南方熊楠
邸は、17 時（最終入場 16
時 30 分）まで、ご覧いただ
けます。

【授賞式】
☆☆ 5 月 12 日㊏　13 時 30 分
☆紀南文化会館「小ホール」
☆◇授賞式
◇櫻井氏 記念講演

『お宮の合祀と「神社復祀」』
☆ 200 名［先着］（要申込み）

第 29 回田辺市スポーツ賞

問合せ　スポーツ振興課 市民スポーツ係（☎ 0739-25-2531）

　

市
民
や
市
出
身
の
方
で
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

や
国
内
・
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
ら
れ
た
方
を
対
象
に
ス
ポ
ー

ツ
賞
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

ス
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際
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績
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収
め
た
方
又
は
こ
れ

に
準
ず
る
方

︻
個
人
の
部
・
1
名
︼
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０
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７
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︻
個
人
の
部
・
5
名
︼

■
少
林
寺
拳
法　

水
永 

章
・
谷
口 

藍
梨

■
柔
道　
髙
野 

大
地

■
卓
球　
後 

悠
太

■
水
泳　
曽
輪 

貴
博

︻
団
体
の
部
・
5
団
体
︼
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熊
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熊
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澤
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【受賞記念パーティー】
☆☆ 5 月 12 日㊏　17 時
☆南方熊楠顕彰館
☆ 60 名［先着］（要申込み）
☆ 3,000 円
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介護保険制度の見直しを行います

問合せ　やすらぎ対策課 介護保険係（☎ 0739-26-4931）

4 月 1 日から市役所の行政機構が一部変わります

問合せ　総務課 人事係（☎ 0739-26-9916）

　

介
護
保
険
で
は
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
に
よ
り
、
月
単
位
で
上
限
を

設
け
て
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
が
、

年
間
の
介
護
保
険
利
用
料
と
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
一
定
の
限
度
額
を
超

え
た
場
合
で
も
、﹁
高
額
医
療
合
算
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
﹂が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

8
月
か
ら
70
歳
以
上
の
所
得
区
分

が
変
更
さ
れ
、
限
度
額
が
変
更
さ
れ

ま
す
。

上
げ
ら
れ
ま
す
。
市
で
も
、
そ
れ
ら

に
加
え
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
る
方
の
増
加
等
に
よ
り
、
介
護
給

付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期

間
の
基
準
額
を
月
額
６
０
３
７
円
か

ら
６
５
７
０
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
に
持
続

さ
せ
る
た
め
に
見
直
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
見
直
し
の
内
容

①
第
1
号
被
保
険
者
介
護
保
険
料
段

階
ご
と
の
保
険
料
額
の
見
直
し
（
下

表
参
照
）

②
利
用
者
負
担
割
合
の
見
直
し
（
第

1
号
被
保
険
者
の
み
。
8
月
〜
）

　

介
護
保
険
利
用
料
の
利
用
者
負
担

割
合
が
2
割
の
方
の
う
ち
、
本
人
の
市

民
税
合
計
所
得
金
額
が
２
２
０
万
円

以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
年
金
収
入
と
そ

の
他
の
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が
単

身
で
３
４
０
万
円
、
2
人
以
上
世
帯

で
４
６
３
万
円
以
上
の
方
の
利
用
者
負

担
割
合
が
3
割
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

※
3
割
負
担
の
方
で
も
負
担
額

は
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
仕
組

み
に
よ
り
、
月
額
の
負
担
上
限
額

4
万
４
４
０
０
円
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

③
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
見
直
し
（
8
月
〜
）

　

介
護
保
険
制
度
の
運
営
に
必
要
な

費
用
は
、
3
年
を
1
期
と
す
る
介
護

保
険
事
業
計
画
期
間
内
に
必
要
と
見

込
ま
れ
る
費
用
の
約
50
％
を
税
金（
国

費
20
％
、
県
費
12
．5
％
、
市
費
12
．

5
％
、
調
整
交
付
金
5
％
）、
残
り
を

第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

と
第
2
号
被
保
険
者
（
40
歳
～
64
歳

で
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
）

の
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
第

1
号
・
第
2
号
被
保
険
者
の
保
険
料

負
担
率
は
、
計
画
期
間
内
の
全
国
の

第
1
号
・
第
2
号
被
保
険
者
の
推
計

人
数
の
比
率
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

第
2
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

全
国
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
見
込
額

に
基
づ
き
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
ご
と
に
決
ま
り
ま
す
が
、
第
1

号
被
保
険
者
の
保
険
料
基
準
額
（
以

下
、
基
準
額
）
は
、
そ
の
地
域
（
保

険
者
）
ご
と
に
、
計
画
期
間
内
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
用
見
込
額
に
基
づ
き

算
定
さ
れ
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

充
実
し
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
増
加
す

る
と
、
第
1
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
基
準
額
を
引

き
上
げ
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。

　

第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期

間
（
平
成
30
～
32
年
度
）
の
基
準
額

は
、
第
1
号
被
保
険
者
負
担
率
の
見

直
し
（
22
％
↓
23
％
）、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
全
国
的
に
引
き

段階 要件 保険料率 保険料額（年間）
第 6期 第 7期

1
・生活保護受給者
・世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金又は
本人年金収入等 80 万円以下の方

×0.5 3 万 6,200 円
（※ 1）

3万 9,400 円
（※ 2）

2
本人が
市民税
非課税

世帯
非課税

本人年金収入等 80万円超 120 万
円以下の方 ×0.75 5 万 4,300 円 5 万 9,100 円

3 本人年金収入等 120 万円超の方 ×0.75 5 万 4,300 円 5 万 9,100 円
4 世帯

課税
年金収入等 80 万円以下の方 ×0.9 6 万 5,100 円 7 万 1,000 円

5 年金収入等 80 万円超の方 ×1 7 万 2,400 円 7 万 8,800 円

6

本人が
市民税
課税

前年の合計所得金額（※ 3）が 120 万円
未満の方 ×1.2 8 万 6,800 円 9 万 4,600 円

7
前年の合計所得金額が 120 万円以上 200
万円未満（第 6期は 120 万円以上 190 万
円未満）の方

×1.3 9 万 4,100 円 10 万 2,500 円

8
前年の合計所得金額が 200 万円以上 300
万円未満（第 6期は 190 万円以上 290 万
円未満）の方

×1.5 10 万 8,600 円 11 万 8,300 円

9 前年の合計所得金額が 300 万円以上（第
6期は 290 万円以上）の方 ×1.7 12 万 3,000 円 13 万 4,000 円

※ 1　第 6期の第 1段階の方は、公費による負担軽減により平成 27 ～ 29 年度の実際の料率は 0.45（3
万 2,500 円）
※ 2　平成 30 年度の第 1段階の方は、公費による負担軽減により実際の料率は 0.45（3 万 5,500 円）
※ 3　平成 30 年度から介護保険料段階を判定する基準のうち、「合計所得金額」については「地方
税法上の合計所得金額から長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額を控除した額」になり
ます。

■第 1号被保険者介護保険料段階ごとの保険料額の見直し（4月～）

3/31 まで

【
企
画
部
】　
地
籍
調
査
に
係
る
成
果
品
の

品
質
向
上
の
た
め
の
調
査
手
法
の
高
度

化
、
更
な
る
事
務
事
業
の
合
理
化
を
図
る

た
め
、
各
行
政
局
総
務
課
の
地
籍
調
査
係

を
廃
止
し
、
土
地
対
策
課
地
籍
調
査
係
に

統
合
す
る
と
と
も
に
庶
務
係
を
設
置
し
、

地
籍
調
査
係
の
庶
務
事
務
と
土
地
利
用
係

の
業
務
を
行
い
ま
す
。

【
総
務
部
】　
新
庁
舎
の
整
備
を
推
進
す
る

た
め
、
新
庁
舎
整
備
室
内
に
計
画
係
と
整

備
係
を
設
置
し
ま
す
。

【
保
健
福
祉
部
】
①
権
限
委
譲
に
伴
う
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指
定
・
指
導
業
務

に
つ
い
て
、
関
係
市
町
（
白
浜
町
・
み
な

べ
町
・
上
富
田
町
・
す
さ
み
町
）
に
よ
る

共
同
実
施
の
た
め
、
や
す
ら
ぎ
対
策
課
に

指
導
係
を
新
設
し
ま
す
。

②
第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
）
の
開
催
に
向
け
た
取
組
を
強
化

す
る
た
め
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
に

総
務
企
画
係
と
競
技
係
を
設
置
し
ま
す
。

②

③

①

③
成
人
保
健
、
母
子
保
健
事
業
を
明
確
に

し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
健
康

増
進
課
健
康
管
理
係
を
健
康
管
理
係
と
母

子
保
健
係
の
２
係
に
分
割
し
ま
す
。

【
水
道
部
】　

業
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
工
務
課
に
あ
る
工
務
係
・
給
水
係
・

維
持
係
及
び
浄
水
係
を
、
水
道
施
設
の
総

合
計
画
や
給
水
装
置
工
事
の
監
督
及
び
検

査
等
を
行
う
部
門
と
し
て
の
計
画
係
と
、

水
道
施
設
の
新
設
改
良
工
事
の
設
計
及
び

施
工
監
督
や
施
設
の
維
持
管
理
を
行
う
部

門
と
し
て
の
管
理
係
に
再
編
し
ま
す
。

4/1 から

︻
水
道
部
︼

工務課
計画係

管理係
工務課

工務係

給水係

維持係

浄水係

︻
保
健
福
祉
部
︼

ねんりんピック推進室 ねんりんピック推進室
競技係

総務企画係

庶務係

健康管理係
健康増進課

庶務係

健康管理係

母子保健係

健康増進課

やすらぎ対策課

高齢福祉係

介護保険係

地域包括支援センター係 やすらぎ対策課

指導係

高齢福祉係

介護保険係

地域包括支援センター係

︻
総
務
部
︼

新庁舎整備室
計画係

整備係
新庁舎整備室

︻
企
画
部
︼

行政局 総務課 総務係行政局 総務課
総務係

地籍調査係

土地対策課
庶務係

地籍調査係
土地対策課

地籍調査係

土地利用係
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きれいで豊かな水環境保全のために

問合せ　環境課 生活排水係（☎ 0739-26-9927）
【
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
】

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
汚
水
を
浄
化
す
る
装
置
で
す
。

浄
化
槽
を
正
し
く
管
理
し
な
い
と
、

処
理
能
力
が
低
下
し
、
汚
れ
た
ま
ま

の
水
を
川
や
海
に
流
し
て
し
ま
い
、

悪
臭
や
水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
浄
化
槽
を
使
用
さ

れ
る
方
（
浄
化
槽
管
理
者
）
に
は
、

法
律
で
3
つ
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
浄
化
槽
を
管
理
す
る
た
め
、

必
ず
次
の
3
つ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
10
条
）

　

浄
化
槽
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
定
期
的
に
機
能
の
診
断
や

モ
ー
タ
ー
の
点
検
、消
毒
剤
の
点
検
・

補
給
、
汚
泥
の
調
整
・
移
送
等
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

﹁
保
守
点
検
﹂
と
言
い
ま
す
。
保
守

点
検
は
県
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点

検
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

③
法
定
検
査
（
浄
化
槽
法
11
条
）

　

保
守
点
検
と
清
掃
に
よ
り
浄
化
槽

が
正
常
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
、
年
に
1
回
、
法
定
検
査

を
受
検
し
、
浄
化
槽
の
機
能
の
診

断
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

検
査
は
県
の
指
定
検
査
機
関
（
公

益
社
団
法
人 

和
歌
山
県
水
質
保
全

セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
３
︱

４
３
２
︱

６
４
３
３
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
の
結
果
は
市
に
報
告
さ
れ
、
市

は
必
要
に
応
じ
て
助
言
・
指
導
を
行

い
ま
す
。

【
浄
化
槽
に
関
す
る
届
出
】

　

浄
化
槽
を
使
用
開
始
（
再
開
）・

休
止
・
廃
止
を
す
る
場
合
や
浄
化
槽

管
理
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど

は
、
上
記
又
は
各
行
政
局
住
民
福
祉

課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
届
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
田
辺
市
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て
︼

　

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
水
域
の
水

質
汚
濁
を
防
止
し
、
水
環
境
を
保
全

す
る
た
め
、
住
宅
等
へ
の
浄
化
槽
の

設
置
に
つ
い
て
補
助
金
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

☆
市
内
の
下
水
道
、
集
落
排
水
等
の

排
水
処
理
施
設
の
整
備
を
し
て
い
な

い
地
域
で
、
住
宅
等
に
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方

■
補
助
金
額

　

浄
化
槽
の
設
置
に
要
し
た
費
用
を

補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
浄
化
槽
の

規
模
（
人
槽
）
や
種
類
ご
と
に
上
限

額
が
あ
り
ま
す
。

■
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

　

単
独
処
理
浄
化
槽
（
し
尿
の
み
を

処
理
す
る
浄
化
槽
）
を
撤
去
し
、
合

併
処
理
浄
化
槽
（
全
て
の
生
活
排
水
を

処
理
す
る
浄
化
槽
）を
設
置
す
る
場
合
、

上
記
の
補
助
金
に
加
え
、
単
独
処
理

浄
化
槽
の
撤
去
費
用
に
対
し
9
万
円

を
上
限
と
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て

　

補
助
金
を
受
給
す
る
に
は
、
浄
化

槽
設
置
工
事
を
行
う
前
に
申
請
書
を

提
出
し
、
交
付
決
定
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

※
申
請
方
法
・
受
給
要
件
等
、
詳
し
く

は
、
上
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
清
掃
（
浄
化
槽
法
10
条
）

　

浄
化
槽
中
の
微
生
物
が
排
水
を
浄

化
す
る
過
程
で
、
不
要
物
と
し
て
汚

泥
が
溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
定
期
的
に
汚
泥
の
引
抜
や
装
置

の
洗
浄
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
﹁
清

掃
﹂
と
言
い
ま
す
。
一
般
家
庭
の
浄

化
槽
で
は
、
年
に
1
回
以
上
の
清
掃

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
清

掃
は
市
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清

掃
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■補助金の上限額

※ 11 人槽以上については、お問い合わ
せください。

人槽区分 従来型浄化槽 環境に配慮
した浄化槽

5 人槽 33 万 2,000 円 38 万円
7人槽 41 万 4,000 円 46 万 2,000 円
10 人槽 54 万 8,000 円 59 万 6,000 円

不良空家等の解体補助を募集します

問合せ　下記参照
　

市
内
に
あ
る
著
し
く
危
険
と

認
定
さ
れ
た
不
良
空
家
等
の
解

体
撤
去
を
行
う
方
に
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

☆
不
良
空
家
等
の
所
有
者
や
そ

の
相
続
人
な
ど
で
、
市
税
の
滞

納
の
な
い
方

■
補
助
金
額　
不
良
空
家
等
の

解
体
工
事
に
要
す
る
金
額
の
3

分
の
2
。
た
だ
し
、
上
限
50
万

円
。

※
平
成
30
年
度
は
10
件
程
度
の

予
定
で
す
。

※
危
険
性
の
高
い
空
家
等
が
優

先
さ
れ
ま
す
。

☆
事
前
に
田
辺
市
不
良
空
家
等

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
下
記
又
は
各
行
政
局
産
業

熊野古道なかへち美術館開館 20 周年
記念展・特別公開を開催します

問合せ　市立美術館（☎ 0739-24-3770）

建
設
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
、

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
、
左
記
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

市
職
員
が
建
物
の
腐ふ
き
ゅ
う朽
・
破

損
等
の
程
度
を
調
査
し
、
採
点

が
１
０
０
点
以
上
と
な
る
と
、

認
定
さ
れ
ま
す
。

◇
不
良
空
家
等
認
定
申
請
期
間

4
月
2
日
㊊
～
5
月
11
日
㊎

◇
解
体
補
助
金
交
付
申
請
期
間

6
月
1
日
㊎
～

※
解
体
撤
去
工
事
を
平
成
31
年

2
月
28
日
㊍
ま
で
に
終
了
す
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

☆
建
築
課 

建
築
係
（
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
５

☆
4
月
21
日
㊏
～
7
月
1
日
㊐

☆
10
時
～
17
時
（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

☆
毎
週
㊊
（
た
だ
し
、
4
月
30

日
は
開
館
）・
5
月
1
日
㊋

☆
①
市
立
美
術
館

②
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館

☆
①
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術

館
開
館
20
周
年
記
念
展
Ⅰ
　
渡

瀬
凌
雲
〜
渡
米
の
前
後
で
〜

　

熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館

の
開
館
20
周
年
を
記
念
し
て
、

渡
瀬
凌
雲
の
画
業
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
表
現
方
法
の
転
換

期
と
な
っ
た
渡
米
前
後
の
作
品

に
注
目
し
て
紹
介
し
ま
す
。

②
開
館
20
周
年
　
な
か
へ
ち
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
特
別
公
開
Ⅰ
　
晩

花
と
凌
雲

　

熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館

の
開
館
20
周
年
を
記
念
し
て
、

旧
町
立
美
術
館
時
代
に
収
集
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
な
か
へ
ち

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
中
心
に
野

長
瀬
晩
花
と
渡
瀬
凌
雲
の
作
品

を
特
別
公
開
し
ま
す
。

☆
①
２
５
０
円
（
２
０
０
円
）

②
無
料

※
（　

）
内
は
団
体
割
引
料
金
、

学
生
及
び
18
歳
未
満
の
方
は
無

料
で
す
。

︻
展
示
解
説
会
︼

☆
5
月
19
日
㊏
・
6
月
23
日
㊏

☆
14
時
～

☆
市
立
美
術
館

　

▼
不
良
空
家
の
例

▲

　

野
長
瀬
晩
花
︽
新
芽
ふ
く
頃
︾
１
９
１
８
年
頃
︵
②
で
展
示
︶

▲

　

渡
瀬
凌
雲
︽
秋
立
つ
春
日
野
︾

１
９
５
２
年
︵
①
で
展
示
︶

▲


